
５．認知症と診断されたご本人・ご家族からのメッセージ

～認知症かもと不安になっているあなたへ～

～認知症と診断されたあなたへ～

わたしは 歳、女性です。

わたしは、毎月公民館の集まりに行くのが楽しみで、集まりの日に公民館に行っても誰

もいなかったことがありました。近所の友だちに聞いたら、「今月はもう終わったよ」や、

「日付を間違えている」と言われることが増えてきて、もう公民館には、行かれなくなる

のではないかと不安を感じました。

近くに住む娘に「公民館に行けなくなるのではないか」との不安な気持ちを伝えました。

そうしたら、娘が地域包括支援センターに相談したところ、地域包括支援センターの人が

民生委員や友人に声掛けをしてくれました。

友だちが公民館の日には声掛けをしてくれたり、家族も以前よりも

顔を出してくれたり、ゴミ出しの声掛け等もしてくれています。友だ

ちや家族が気にかけてくれているから今もお出掛けをして楽しみなが

ら、生活ができています。

不安な気持ちを家族（身近な人）に話したからこそ、周りの人が気

づいてくれ、今の生活があるのだと感じています。

わたしは 歳、男性です。

わたしは、認知症と診断を受けた頃、これから、自分自身や生活がどんな風に変わ

るのか不安でいっぱいでした。家族や友人になぐさめられても、励まされても、不安

が消えることはなく、気持ちは晴れませんでした。

認知症と診断を受けていても何かの間違えではないかという思いが拭いきれず、

「わたしは、認知症ではないと思う」と主治医へ相談をしました。

その時、主治医は、「認知症と診断をされてもされていなくても○○さんは○○さんです

よ」と声を掛けてくれました。

その言葉がきっかけで、家族との心の距離が縮み、自分にとって

手伝いが必要になってきたことに対して、どうすればいいのか家族と

ともに考えはじめることができました。

あの時の主治医の言葉はいつでもわたしに勇気をくれています。

これからも、わたしと並んで一緒に考えてくれる人がいることを

大切に、自分の人生を歩んでいきたいと思います。
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～認知症と診断された方のご家族からのメッセージ～
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夫の変化（気力低下や物忘れ）に気が付いた時、誰にも相談で

きないし、誰に相談して良いのか分からず、家族みんながしんど

くて不安で仕方ありませんでした。また、夫の症状に対し、原因

が分からずに途方に暮れていました。

そんな時、担当ケアマネジャーが親身になってくれ、病院へも

付き添って一緒に考えてくれました。わたしは一人でないと心

から思えました。

今では、介護保険サービスを利用しながら自宅での生活を続

けています。

通所事業所から帰宅するとその日にあった出来事など生き生

き話してくれます。

これまで夫婦一緒の時間が長いからこそ会話が少なかったで

すが、夫婦の会話も増え、夫には感謝しています。

ある日、ゴミ捨ての日を間違えることが多くなっていると近所

の人が教えてくれたことが母の変化に気が付くきっかけでした。

それから母の行動に「あれ？おかしいな」と感じるようにな

り、半年後には入浴しなくなったり、夏にストーブをつけている

こともありました。

認知症と診断され処方薬が出ましたが、母は薬を飲みたがりま

せんでした。ケアマネジャーへ相談し、主治医に相談した結果、

飲み薬から貼り薬に変更してもらい、今では家族で対応ができて

います。

母は 年以上住みなれた地域で暮らしており、これからも母

の地域に住み続けたいという意思を大切にしていきたいと考えて

います。

ご近所の方も気にかけて見守ってくれて、家族だけでなく地域

で支えられています。

どうしようどうしようと一人で悩むのではなく、誰かに「どうし

よう」と相談したら、一緒に考えてくれます。

　ある日、ゴミ捨ての日を間違えることが多くなっていると

近所の人が教えてくれたことが母の変化に気が付くきっかけ
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なり、半年後には入浴しなくなったり、夏にストーブをつけて

いることもありました。

　認知症と診断され処方薬が出ましたが、母は薬を飲みたがり

ませんでした。ケアマネジャーへ相談し、主治医に相談した

結果、飲み薬から貼り薬に変更してもらい、今では家族で対応

ができています。

　母は 50 年以上住みなれた地域で暮らしており、これからも

母の地域に住み続けたいという意思を大切にしていきたいと

考えています。

　ご近所の方も気にかけて見守ってくれて、家族だけでなく

地域で支えられています。

　どうしようどうしようと一人で悩むのではなく、誰かに

「どうしよう」と相談したら、一緒に考えてくれます。
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